
















低値群の２群に分け（NT-proBNP 125 pg/ml未満と125 pg/ml以上）、群間比較を行った。
年齢（P＜0.0001）, eGFR（P＜0.0001）, BNP（P＜0.0001）, シスタチンC（P＜0.0001）, 尿中アル
ブミン（P＜0.0001）について有意な差を認めた。CKDの各stageにおけるNT-proBNP高値群
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